
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
左右の各回収樋から使用済玉を流入すると共に、該使用済玉を整列させて玉揚送機に流出
する誘導樋において、
該誘導樋は、
上流部を前記左回収樋の下流端側に装着して、左回収樋からの使用済玉を流入する左流入
樋と、
上流部を前記右回収樋の下流端側に装着して、右回収樋からの使用済玉を流入する右流入
樋と、
下流部を前記玉揚送機側に装着する一方、上流側を前記左右流入樋の各下流部の下方に位
置させて、前記左右の各流入樋から流入する使用済玉を前記玉揚送機に向かって流出する
流出樋と、からなり
前記流出樋の底壁には、使用済玉を整列転動する複数の仕切壁が列設されていることを特
徴とする玉揚送機における誘導樋。
【請求項２】
前記複数の仕切壁は、上流部から下流部にかけて山形状に傾斜して形成されることを特徴
とする請求項１記載の玉揚送機における誘導樋。
【請求項３】
左右の各回収樋から使用済玉を流入すると共に、該使用済玉を整列させて玉揚送機に流出
する誘導樋において、
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該誘導樋は、
上流部を前記左回収樋の下流端側に装着して、左回収樋からの使用済玉を流入する左流入
樋と、
上流部を前記右回収樋の下流端側に装着して、右回収樋からの使用済玉を流入する右流入
樋と、
下流部を前記玉揚送機側に装着する一方、上流側を前記左右流入樋の各下流部の下方に位
置させて、前記左右の各流入樋から流入する使用済玉を前記玉揚送機に向かって流出する
流出樋と、からなり
前記左右流入樋は、平面視において前記流出樋との間で形成される角度が鋭角的となるよ
うに下流端部が前記玉揚送機の配設位置とは反対側に傾斜して配設されていることを特徴
とする玉揚送機における誘導樋。
【請求項４】
前記誘導樋には、前記流出樋の上流端部と前記左右流入樋の各側壁の下流端部との間で形
成される開口を閉塞する閉塞板を備えたことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれ
かに記載の玉揚送機における誘導樋。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、左右の各回収樋から使用済玉を流入すると共に、該使用済玉を整列させて玉揚
送機に流出する誘導樋に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、パチンコ島台に設置されるパチンコ機から排出された使用済玉を回収樋で回収し、
その回収した玉をパチンコ島台中央に設置され且つ搬送ベルトを有する玉揚送機によって
研磨しながら上方に揚送し、再度補給樋を介して各パチンコ機に供給する玉自動循環機構
がパチンコ島台の内部に装備されている。そして、このような玉自動循環機構においては
、玉の循環サイクルをスムーズ且つ迅速に行うために、左右の回収樋からパチンコ島台中
央の玉揚送機への玉の供給を効率的に行う必要があった。そこで、本出願人は、先に特公
平３－１８９０９号（以下、先行技術１という）で上記のような要望を満たす誘導樋を提
案し、また、特願平５－７１０５６号（以下、先行技術２という）でも上記のような要望
を満たす誘導樋を提案した。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかして、上記した先行技術１は、玉揚送機に玉を整列させて供給する誘導樋をＶ字状に
湾曲させて左右の回収樋と接続させる構造であったため、誘導樋の製作が難しく、また、
誘導樋が湾曲している分だけ左右及び前後に広い設置面積を必要としていた。一方、上記
した先行技術２は、左右回収樋の各下流端部の下方位置で直線状の誘導樋を直交させると
共に段差状に重複させて配置する構成であったため、誘導樋における製作の容易化及び設
置面積の縮小化を招来し得た。しかしながら、実際に誘導樋を左右の各回収樋に装着する
場合、既に直交段差状に組み付け完成された誘導樋と、既に配置されている回収樋とを奥
の狭い空間で装着作業を行わなければならず、装着作業が困難であった。また、上記先行
技術２の誘導樋は、回収樋に対して直交且つ段差状に配置されているため、回収樋からの
玉は勢い良く誘導樋に流下される。このため、誘導樋の下流端側での玉の整列性が悪く玉
捌け効率が低下していた。本発明は、上記した事情に鑑みなされたもので、その目的とす
るところは、製作の容易化及び設置面積の縮小化を可能にすると共に、装着作業の容易化
を図ることができ且つ誘導樋の下流端側での玉捌け効率の向上を図ることができる玉揚送
機における誘導樋を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
上記した目的を達成するために、本発明においては、
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左右の各回収樋から使用済玉を流入すると共に、該使用済玉を整列させて玉揚送機に流出
する誘導樋において、該誘導樋は、上流部を前記左回収樋の下流端側に装着して、左回収
樋からの使用済玉を流入する左流入樋と、上流部を前記右回収樋の下流端側に装着して、
右回収樋からの使用済玉を流入する右流入樋と、下流部を前記玉揚送機側に装着する一方
、上流側を前記左右流入樋の各下流部の下方に位置させて、前記左右の各流入樋から流入
する使用済玉を前記玉揚送機に向かって流出する流出樋と、からなり、前記流出樋の底壁
には、使用済玉を整列転動する複数の仕切壁が列設されていることを特徴とするものであ
る。
【０００５】
また、左右の各回収樋から使用済玉を流入すると共に、該使用済玉を整列させて玉揚送機
に流出する誘導樋において、該誘導樋は、上流部を前記左回収樋の下流端側に装着して、
左回収樋からの使用済玉を流入する左流入樋と、上流部を前記右回収樋の下流端側に装着
して、右回収樋からの使用済玉を流入する右流入樋と、下流部を前記玉揚送機側に装着す
る一方、上流側を前記左右流入樋の各下流部の下方に位置させて、前記左右の各流入樋か
ら流入する使用済玉を前記玉揚送機に向かって流出する流出樋と、からなり、前記左右流
入樋は、平面視において前記流出樋との間で形成される角度が鋭角的となるように下流端
部が前記玉揚送機の配設位置とは反対側に傾斜して配設されていることを特徴とするもの
である。
【０００６】
【作用】
誘導樋が、上流部を前記左回収樋の下流端側に装着して、左回収樋からの使用済玉を流入
する左流入樋と、上流部を前記右回収樋の下流端側に装着して、右回収樋からの使用済玉
を流入する右流入樋と、下流部を前記玉揚送機側に装着する一方、上流側を前記左右流入
樋の各下流部の下方に位置させて、前記左右の各流入樋から流入する使用済玉を前記玉揚
送機に向かって流出する流出樋と、からなるので、設計上、左右回収樋の各下流端部間距
離を広く採ることができないような場合においても、各構成部材を個別に装着して組立体
とすることで、誘導樋自体としての装着作業を容易化することができる。また、流出樋の
底壁に仕切壁を備えることにより、流出する使用済玉を整列転動させるようになっている
。さらに、左右流入樋は、平面視において流出樋との間で形成される角度が鋭角的となる
ように下流端部が玉揚送機の配設位置とは反対側に傾斜して配設されていることにより、
流出樋の下流端側での整列性を向上することができ、ひいては、玉揚送機への使用済玉の
玉捌け効率を向上することができる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の一実施形態を説明する。まず、図５を参照して実施形態に
係る誘導樋２０が適用されるパチンコ島台１の構成について説明する。図５は、パチンコ
島台１の内部の構造を示す一部破断正面図である。図において、パチンコ島台１は、周知
のように、多数のパチンコ機２を背向列設するもので、その中央に玉揚送機３が立設され
ている。本実施形態における玉揚送機３は、モータを内蔵した下部プーリ４により無端状
の搬送ベルト５が回転駆動され、該搬送ベルト５の摩擦力により後述する誘導樋２０及び
導入樋１３（図３参照）を介して列状に導入された玉が研磨布装着扉（図示しない）に接
触しながら上昇せしめられ、最終的に上端の排出口６から排出される。
【０００８】
排出口６から排出された研磨済の玉は、上部貯留タンク７に一時的に貯留され、その後、
上部貯留タンク７の底面に接続される補給樋８から流出する。補給樋８は、上部貯留タン
ク７からパチンコ島台１の両端部に向かって傾斜状に設けられるもので、その途中に各パ
チンコ機２に対応して設けられる分流器９によって各パチンコ機２の背面上部に設けられ
る周知の賞品玉タンクに供給される。
【０００９】
なお、上記分流器９には、周知のように補給された玉数を計数するための計数装置が付設
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されており、この計数装置から遊技場に設けられる管理コンピュータに補給玉信号が送ら
れるようになっている。また、上部貯留タンク７の中程よりやや上部には還流パイプ（図
示しない）が接続されている。この還流パイプは、パチンコ機２における賞品玉の使用が
少なく、補給樋８への玉の補給が必要なくなり、結果的に上部貯留タンク７に貯留される
玉数が多くなったとき、余剰の玉を玉揚送機３の下部両側に設置される下部貯留タンク（
図示しない）に還流するものである。
【００１０】
一方、各パチンコ機２からは、打ち込まれた玉がパチンコ機２の裏面下部に設けられた使
用済玉タンク１０に排出され、該タンク１０から下方に向かって延びる放出管（図示しな
い）によって回収樋１１に排出される。回収樋１１は、パチンコ島台１の両端部からパチ
ンコ島台１の中央に立設される玉揚送機３の下部に向けて傾斜状に設けられるものである
。なお、使用済玉タンク１０には、周知のように回収された玉数を計数するための計数装
置が付設されており、この計数装置から遊技場に設けられる管理コンピュータに回収玉信
号が送られるようになっている。
【００１１】
ところで、前記回収樋１１は、玉揚送機３の両サイドに配置される前述の下部貯留タンク
の内部を貫通するようにして玉揚送機３の下部に到達しているが、その詳細な図示は省略
するも、下部貯留タンク内では、回収樋１１を流下する玉があるうちは下部貯留タンクに
貯留されている玉が回収樋１１に流出することはなく、回収樋１１を流下する玉が不足し
てきたときに下部貯留タンクに貯留されていた玉が回収樋１１に流出して玉を補給するよ
うになっている。なお、左右両サイドの２つの下部貯留タンクに貯留される玉数は、遊技
者が獲得した賞品玉をパチンコ島台１に付設される賞品玉返却装置に返却するように構成
されているパチンコ島台１では各種の遊技状態において必要とされるに十分な玉量（例え
ば、１つの貯留タンクで約１５万個程度）を収納する大きさに設計され、一方、遊技者が
獲得した賞品玉を遊技場の一角に設けられる景品交換場に設置される賞品玉返却装置に返
却し、パチンコ島台１に直接返却しないように構成されているパチンコ島台１では急激な
賞品玉の不足状態に対処できるに十分な玉量（例えば、約２万個程度）を収納する大きさ
に設計される。
【００１２】
上記のように構成されるパチンコ島台１においては、玉揚送機３によって研磨揚送された
玉が補給樋８を介して各パチンコ機２に供給され、一方、各パチンコ機２で使用された使
用済の玉が回収樋１１によって玉揚送機３に集められて再度研磨揚送されて補給樋８に供
給される。つまり、玉は、パチンコ島台１の内部で循環使用される。しかして、パチンコ
島台１の端部から中央に向けて傾斜状に設置された左右の各回収樋１１・１１と玉揚送機
３との間には、回収樋１１に沿って流下する使用済玉をスムーズに且つ迅速に玉揚送機３
に誘導する誘導樋２０を介設する必要がある。
【００１３】
そこで、以下、図１乃至図４を参照して本実施形態の誘導樋２０について説明する。図１
は、誘導樋２０の構成部材を示す分解斜視図であり、図２は、組立状態にある誘導樋２０
を示す斜視図であり、図３は、組立状態にある誘導樋２０を示す平面図であり、図４は、
図３のＡ－Ａ線で切断した断面図である。なお、前記回収樋１１の下流端側には、回収樋
１１に沿った使用済玉の流下をモータ１２ａの駆動力により制御するストッパ１２が配設
されており、また、前記玉揚送機３の下端側には、本誘導樋２０により誘導された使用済
玉を搬送ベルト５に導入する導入樋１３が配設されている。
【００１４】
誘導樋２０は、前記左右の各回収樋１１・１１を流下する使用済玉をそれぞれ流入する左
右の各流入樋２１・２２と、該左右流入樋２１・２２から流入する使用済玉を玉揚送機３
側の導入樋１３に流出する流出樋２３と、該流出樋２３と左右流入樋２１・２２との間で
形成される後述の開口２４ａを閉塞する閉塞板２４とから構成されている。左流入樋２１
は、底壁２５と両側壁２６・２６とを備えた断面凹形状をなし、該側壁２６の上流部には
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、左流入樋２１を前記左回収樋１１の下流端側に接続する鍔状接続部２６ａが形成されて
いる。また、左流入樋２１と左回収樋１１との接続状態において、前記玉揚送機３の配置
位置とは反対側に位置される側壁２６の下流端部には、後述の閉塞板２４をスライド係止
する係合溝部２６ｂが形成されている。なお、本実施形態において、鍔状接続部２６ａは
、図示しない前記下部貯留タンクの側壁にビス等で止着されるようになっているが、下部
貯留タンクがない場合には、回収樋１１に形成される取付鍔又はパチンコ島台１の構成部
材に止着すれば良い。
【００１５】
また、前記底壁２５の下流端側には、底壁２５の略中央部から下流端部にかけて上方傾斜
した複数の仕切壁２５ａ…が列設されており、該仕切壁２５ａの両側壁面及び底壁面によ
って、使用済玉を一列に整列して転動する玉通路２５ｂが形成されている。なお、該玉通
路２５ｂの底壁面には、使用済玉の転動に支障がない程度の排出溝２５ｃ（図４参照）が
玉通路２５ｂに沿って条設されており、該排出溝２５ｃは、使用済玉に付着したゴミや装
置内に混入した硬貨等を玉通路２５ｂから排出するようになっている。また、上記仕切壁
２５ａ…は、夫々列設方向において交互に高さが変えて形成されており、各仕切壁２５ａ
…の上部に乗った硬貨等の長尺状の異物を転落させるようになっている。
【００１６】
一方、底壁２５の上流端側には、複数の案内溝２５ｄ…が列設されている。該案内溝２５
ｄ…は、夫々前記玉通路２５ｂの延長線上に条設されており、左回収樋１１から流入した
使用済玉を各玉通路２５ｂ…に案内すると共に、前記排出溝２５ｃと同様にゴミや硬貨等
を排出するようになっている。
【００１７】
右流入樋２２は、底壁２７と両側壁２８・２８とを備えた断面凹形状をなすと共に、前記
左流入樋２１に対して対称形状をなしている。これにより、右流入樋２２の側壁２８には
、右流入樋２１を前記右回収樋１１の下流端側に接続する鍔状接続部２８ａと、閉塞板２
４をスライド係止する係合溝部２８ｂとが形成され、また、底壁２７には、玉通路２７ｂ
を形成する仕切壁２７ａと、排出溝２７ｃと、案内溝２７ｄとが形成されている。
【００１８】
流出樋２３は、底壁２９と両側壁３０・３０とを備えた断面凹形状をなしている。該側壁
３０・３０は、各々上流部から下流部にかけて山形状に傾斜して形成され、その上流側の
上縁形状は、各流入樋２１・２２の断面凹形状に合致するＬ字状をなしている。また、前
記底壁２９の下流端部には、複数の仕切壁２９ａ…が列設されており、該仕切壁２９ａに
よって、導入樋１３に流出する使用済玉を整列転動するようになっている。なお、前記仕
切壁２９ａ…は、導入樋１３に設けられた各仕切壁１３ａ…の列設位置と個々に対応した
位置に設けられている。
【００１９】
閉塞板２４は、長方形状をなすと共に、合成樹脂板、合板等の切断可能な薄板からなり、
その板厚は、前記流入樋２１（２２）の係合溝部２６ｂ（２８ｂ）に嵌入が可能な程度に
形成されている。
【００２０】
そして、上記のような構成部材２１～２４を備えた誘導樋２０は、該構成部材２１～２４
を相互に組み立ててなる組立体によって形成される。以下、該各構成部材２１～２４の組
み立て関係について説明する。
【００２１】
先ず、流出樋２３の下流端部を導入樋１３に装着する。この装着によって、流出樋２３は
、上流端部が下流端部に対して上方位置に配される。次に、左右流入樋２１・２２の下流
端側を流出樋２３の各側壁３０・３０上縁に支持させ、この状態で、各鍔状接続部２６ａ
・２８ａを左右の各回収樋１１・１１に夫々接続するように、図示しない下部貯留タンク
の側壁に装着する。この装着によって、各流入樋２１・２２は、夫々下流端部が上流端部
に対して下方位置に配されると共に、図３に示す平面視において、前記流出樋２３との間
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で形成される角度が鋭角的となるように下流部側が前記玉揚送機３の配設位置とは反対側
に傾斜して配される。また、このような左右流入樋２１・２２及び流出樋２３の配置状態
では、流出樋２３の上流端部と左右流入樋２１・２２の側壁２６・２８の各下流端部との
間に開口２４ａが形成された形となる。そこで、該開口２４ａを閉塞板２４にて閉塞すべ
く、閉塞板２４の長手方向の両端部を側壁２６・２８の各係合溝部２６ｂ・２８ｂに対し
てスライド係止して組み付け、以上、各構成部材２１～２４の組立を完了する。
【００２２】
しかして、上記誘導樋２０の構成により、左右の各回収樋１１・１１から流入する使用済
玉は、夫々左右流入樋２１・２２の各玉通路２５ｂ・２７ｂで整列転動されて流出樋２３
に流下され、その後、流出樋２３から導入樋１３に流出されることで、玉揚送機３への誘
導が行われる。
【００２３】
ところで、本実施形態の誘導樋２０は、前記各構成部材２１～２４からの組立体により構
成されている。これにより、パチンコ島台１の設計上、左右回収樋１１・１１の各下流端
部間距離Ｗ１を広く採ることができないような場合においても、各構成部材２１～２４を
個別に装着して最終的な組立体とすることで、誘導樋２０自体としてのパチンコ島台１へ
の装着作業を容易化することができる。また、このような組立体による誘導樋２０は、閉
塞板２４を切断する等によりその長手方向の長さを調節することで、左右流入樋２１・２
２の各下流端部間距離Ｗ２を変更することができるため、パチンコ島台１への装着微調整
が可能である。
【００２４】
また、本誘導樋２０は、平面視において、流出樋２３との間で形成される角度が鋭角的と
なるように左右流入樋２１・２２の各下流部側が夫々玉揚送機３の配設位置とは反対側に
傾斜して配設されている。これにより、左右の各流入樋２１・２２から流出樋２３に流下
する使用済玉は、一旦傾斜した底壁２９上を登る状態で流出樋２３に流出される。このた
め、使用済玉は、その流勢が緩和されると共に、流出樋２３の底壁２９上を自然落下によ
り流下することとなり、流出樋２３の下流端側での整列性を向上することができ、ひいて
は、導入樋１３から玉揚送機３への使用済玉の導入（玉捌け）効率を向上することができ
る。
【００２５】
【発明の効果】
以上、説明したところから明らかなように、本発明においては、誘導樋が、上流部を前記
左回収樋の下流端側に装着して、左回収樋からの使用済玉を流入する左流入樋と、上流部
を前記右回収樋の下流端側に装着して、右回収樋からの使用済玉を流入する右流入樋と、
下流部を前記玉揚送機側に装着する一方、上流側を前記左右流入樋の各下流部の下方に位
置させて、前記左右の各流入樋から流入する使用済玉を前記玉揚送機に向かって流出する
流出樋と、からなるので、設計上、左右回収樋の各下流端部間距離を広く採ることができ
ないような場合においても、各構成部材を個別に装着して組立体とすることで、誘導樋自
体としての装着作業を容易化することができる。また、流出樋の底壁に仕切壁を備えるこ
とにより、流出する使用済玉を整列転動させるようになっている。さらに、左右流入樋は
、平面視において流出樋との間で形成される角度が鋭角的となるように下流端部が玉揚送
機の配設位置とは反対側に傾斜して配設されていることにより、流出樋の下流端側での整
列性を向上することができ、ひいては、玉揚送機への使用済玉の玉捌け効率を向上するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態に係る誘導樋の構成部材を示す分解斜視図である。
【図２】組立状態にある誘導樋を示す斜視図である。
【図３】組立状態にある誘導樋を示す平面図である。
【図４】図３のＡ－Ａ線で切断した断面図である。
【図５】パチンコ島台の内部の構造を示す一部破断正面図である。
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【符号の説明】
３　玉揚送機
１１　回収樋
２０　誘導樋
２１　左流入樋
２２　右流入樋
２３　流出樋
２４　閉塞板
２４ａ　開口
２５・２７・２９　底壁
２５ａ・２７ａ・２９ａ　仕切壁
２５ｂ・２７ｂ　玉通路
２５ｃ・２７ｃ　排出溝
２５ｄ・２７ｄ　案内溝
２６・２８　側壁
２６ｂ・２８ｂ　係合溝部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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